
平成31年度 特色選抜による生徒募集要項 

 

兵 庫 県 立 播 磨 南 高 等 学 校 

〒675-0163 兵庫県加古郡播磨町古宮4－3－1   

電話（078）944－1157 

 

１ 本校教育の基本方針 

 (1)  教育目標 

   自律・創造・友愛の精神を育成し、生きる力と豊かな人間性を育み、課題の解決や探究において、主体的・創造的

に取り組むことのできる｢確かな学力｣の形成と「品格ある播磨南高校生」の育成をめざす。 

 (2)  教育課程の特色 

生徒の興味･関心や進路・適性に応じた特色ある類型・系列を設置し、生徒の個性・能力の伸長を図る指導を行う。 

２ 特色類型の教育課程 

 (1)  専門科目   「作曲」「ソルフェージュ」「演奏研究」「ビジュアルデザイン」 

「情報メディアデザイン」「絵画」「クラフトデザイン」 

「子どもの発達と保育」「子ども文化」 

 (2)  学校設定科目 「芸術基礎」において音楽・美術を含め芸術全般の表現を学ぶ。 

「音楽理論とソルフェージュ」「身体表現」において専門性を高める。 

 (3)  特色選抜で入学した生徒は、原則として在学中は芸術保育類型に属することとする。 

(4)  芸術保育類型では、１･２年次は音楽系列･美術系列を設置し、３年次より保育系列も設置する。 

３ 募集定員及び学区 

学 科 募 集 定 員 学  区 

普通科 40名 第３学区 

４ 出願資格等 

  平成31年度兵庫県公立高等学校入学者選抜要綱に基づき、本校を志願することのできる者は、次の条件を満たす者と

する。 

 (1)  平成31年３月に中学校（特別支援学校中等部、文部科学大臣が認定した在外教育施設等を含む。以下同じ。）を卒

業する見込みの者並びに学校教育法第57条及び同施行規則第95条に規定する者。 

 (2)  本人が保護者（本人に対して親権を行う者をいい、親権を行う者がないときは、本人の後見人をいう。以下同じ。） 

とともに、第３学区に居住している者。 

 (3)  県内の中学校卒業見込みの者及び卒業者で、特別の事情があり「入学志願承認申請書」により本校校長の承認を得

た者。 

 (4)  県外の中学校卒業見込みの者及び卒業者等で、「入学志願承認申請書」により本校校長の承認を得た者。 

 (5)  本校を第１志望とする者で、次の条件を満たす者。 

ア 本校の特色ある教育内容を理解し、本校で学習する強い意欲を持っていること。 

イ 中学校の学習活動あるいは学校外での学習活動において、芸術・保育に関する意欲的な活動や実績があること。 

ウ 本校入学後も芸術・保育に関する学習活動に積極的に取り組む意欲があること。 

５ 出願手続 

 (1)  志願者は、次の書類を２月４日(月)から２月６日(水)までの間に、出身中学校長を経て本校校長に出願しなければ

ならない。受付時間は、9:00～16:30(２月６日(水)は9:00～12:00)とする。 

ア 特色選抜入学願書（裏面の所定の位置に入学考査料相当額［2,200円分］の兵庫県収入証紙を貼付すること。）・ 

受検票・写真票（写真［縦40mm、横30mm］の裏面に中学校名、名前を記入し、貼付すること。） 

イ 志願理由書 

ウ 過年度卒業者の場合は、住民票記載事項証明書（世帯主との続柄の記載があり、本籍・個人番号（マイナンバー）



の記載のないもの） 

エ 「４ 出願資格等 (2) 」にあたる保護者が後見人の場合は、中学校長が確認した旨の副申書 

オ 「４ 出願資格等 (3) (4) 」にあたる者は入学志願承認書 

カ 実技検査音楽選択者は演奏曲の楽譜（コピー可）３部（裏面参照） 

キ その他本校校長が必要とする書類 

 

 (2)  願書提出先 県立播磨南高等学校 事務室 

※   なお、郵送による提出の場合は、封筒表面に「願書在中」と朱書し、配達日指定（２月４日（月）又は２月５日

（火））の簡易書留とすること。また、受検票の送付用として362円分の切手（速達料金を含む。返送する受検票

が多い場合は、その重量に応じた切手。）を貼り、送付先を記入した返信用定形長３号封筒（12cm×23.5cm）を

同封すること。 

 

６ 小論文・面接・実技検査等 

 (1)  期日 平成31年２月15日（金） 

 (2)  場所 本校 

 (3)  実施時間割 

8:20 8:30～8:40 9:00～9:40 9:55～ 

集合 

【体育館】 
諸注意 

小論文 

(作文) 

面接・実技検査 

昼食休憩 

  ア 面接・実技検査及び昼食休憩の時刻は、当日指示する。 

  イ 終了時刻は実技検査順、面接順によって異なる。 

 (4)  面接・実技検査の内容 

ア 面 接  志望動機を含め、本校並びに芸術保育類型への意欲・関心を確認する。 

イ 音 楽  器楽演奏（裏面の「特色選抜の音楽実技検査に関すること」参照） 

  ウ 美 術  鉛筆描写（60分) 

 (5)  当日用意するもの 

（全員） 受検票、鉛筆又はシャープペンシル、消しゴム、上履き、下履きを入れる袋、昼食、水筒。 

  （音楽） 各自演奏する楽器、楽譜。 

  （美術） 鉛筆（２Ｂ、Ｂ、ＨＢ、Ｈ、２Ｈを各１本）、プラスチック消しゴム（１個）、練り消しゴム（１個）。 

  ※  携帯電話等、受検に必要のない物は検査室への持ち込みを認めない。 

 

７ 選抜の基本方針 

平成31年度兵庫県公立高等学校入学者選抜要綱に基づき、中学校長から送付された調査書及び実技検査、小論文

（作文）、面接によって行う。 

 

８ 合格者の発表  

 (1)  日 時 平成31年２月20日（水）14:00～15:00 

 (2)  場 所 本校体育館入口(２階壁面)に受検番号を掲示するとともに、中学校長に文書で通知する。 

 (3)  携行品 受検票、筆記用具 

 (4)  注 意  

ア 合格者には、受検票による確認のうえ合格証及び合格者説明会の資料を渡すので、本人または保護者が受検票を

持参すること。 

イ 合否についての問い合わせには一切応じない。 

ウ 合格者は、県内公立高等学校に新たに出願することはできない。 

エ 合格とならなかった者は、３月12日（火）に学力検査等を実施する県内公立高等学校へ出願することができる。 

 

９ 合格者説明会等 

  合格者説明会は、３月20日（水）13:00より受付、13:30から行う。合格者は保護者同伴で集合すること。 



特色選抜の音楽実技検査に関すること 

 

 

１ 実技検査内容 

(1)  器楽演奏  自由曲 

 

(2)  検査内容  上記の自由曲の器楽演奏 

 

(3)  準備物   器楽演奏で使用する楽器等、楽譜 

 

２ 実技検査実施手順 

(1)   実技検査室入室後、器楽演奏を行う。なお、器楽演奏は無伴奏とする（伴奏付の楽曲であっても無伴奏で演奏す

ること）。 

 

(2)  器楽演奏については次のとおりとする。 

ア 楽曲のジャンルは問わないが、演奏時間が２分以上となる楽曲を選曲すること。中学校で使用されている教科書

等から選曲することは可とする。自作の曲や自らアレンジを加えたもの等、楽譜が未出版のものについては不可と

する。ピアノで受検する者は、合唱等の伴奏ではなく、できる限り独奏曲を選曲することを推奨する。 

また、楽章の抜粋は可とするが、楽曲の任意によるカットや改変は認めない。 

なお、出願時に演奏曲の楽譜（コピー可）を3部添付すること。 

イ 演奏は、楽曲の冒頭から開始すること。検査開始後、楽曲の長短によらず、２分程度で打ち切るが、採点には影

響しない。 

ウ 演奏楽器は、音階の存在する楽器のみ可とし、以下より選択することを原則とする。和楽器については出願前に

照会すること。 

 

弦 楽 器：クラシック・ギター、フォーク・ギター、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス  

管 楽 器：ソプラノ・リコーダー、アルト・リコーダー、フルート、オーボエ、クラリネット（B♭管）、 

楽 器： バス・クラリネット、アルト・サクソフォーン、テナー・サクソフォーン、バリトン・サクソフォーン、 

ファゴット、トランペット、ホルン、トロンボーン、ユーフォニウム、チューバ 

打 楽 器：シロフォン 

鍵盤楽器：ピ ア ノ  

 

(3)   演奏楽器は、各自で用意すること。ただし、ピアノ、シロフォンは本校で用意する（シロフォンのマレットは各

自で用意すること）。 

 

 

 

 

 

 


